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QJxB［‐］
Ｆｉｇ．７Comparisonofcriticalfilmthicknesswithpre-
viousresults
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細胞状泡沫層の安定性に及ぼす混合アルコール添加の影響 8３
このことから，アルコールが細胞状泡沫層を不安定にし，崩壊しやすくすると考えられる8)。なお図中にメ
タノールとエタノールを単独で添加した場合の結果を示す。メタノールとエタノール混合液の場合その濃度
がｗｔ％で1/100程度で単独の場合と同程度の臨界膜厚さを示していることは注目に値する。混合液にした場合
なぜ効果が大きいかは現段階では不明である。
３－４臨界膜厚さの相関
混合アルコールを添加した場合と添加していない場合の臨界膜厚さの比（6cMeOH+EtOH/6.0）を求め，キャピ
ラリー数ｏｚに対して点綴したものがFigure6である。図より比の値が1より大きくなり，泡沫層は不安定と
なることがうかがわれる。ＣＣＩの増加により比の値は右上がりの曲線を描き増加している。また混合アルコー
ルの濃度の増加によりその影響は大きい。混合アルコールの濃度を質量分率として考慮すると次の相関式を
得る。
aMcoH十EtoH ='十44ｘ１Ｏｊ(ＣＭね,)’'1， (4)5ｔ。
３－５既往の結果との比較
本研究で得られた結果と既往の単独でＭｅＯＨとＥｔＯＨを添加した場合の結果4)との比較をFigure7に示す。図
より，アルコール添加の影響が出始めている横軸の値はMeOH-EtOH等量混合液では10~，付近であり、MeOH，
EtOHを単独で添加した場合は10-7付近であることが認められる。ここで横軸中のキヤピラリー数CCZの範囲は
ＭｅＯＨＥｔＯＨとＭｅＯＨとEtOH等量混合液では同じ程度である。従ってこの差はアルコールの質量分率xである
と推察される。以上の結果からＭｅＯＨとEtOH等量混合液を添加した場合，単独で添加した場合の1/100程度の
濃度で同程度の影響が見られる。
４．結言
陰イオン`性界面活性剤(SLS)水溶液にＭｅＯＨとＥｔＯＨの等量混合アルコールを添加し,細胞状泡沫層の成長お
よび崩壊過程における泡沫層高を測定し，以下の結果を得た。
1．泡沫層成長時の泡沫層は，温度，および等量混合アルコール添加濃度の増加により不安定となる。また，
崩壊時における泡沫層高の崩壊時間は，温度および混合アルコール添加濃度の増加により短くなり，不
安定となる。
2．臨界膜厚さ6cは，混合アルコール添加濃度が増加するにつれて増加する。
3．混合アルコールを添加した場合の臨界膜厚さを求める相関式を得た。
4．等量混合アルコールを添加した場合，ＭｃＯＨとＥｔＯＨを単独で添加した場合の1/100程度の濃度で同程度の
効果が見られた。
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r＝time
Ugc＝superficialgasvelocity
x＝massfiPactionofalcohol
APc＝CaPillalyPrCSSUre
J＝filmthickness
6c＝criticalfilmthickncss
6cO ＝criticalfilmthicknessintheabsenceofalcohol
6cAlcohol＝criticalfilmthicknessinthepresenceofalcohol
似＝viscosity
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p＝density
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(Subscripts）
Alcohol＝ＭｅＯＨ,ＥｔＯＨ,ＭｅＯＨ+EｔＯＨ
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Previously，thestabilityofcellularfbamgeneratedfiPomnonionic，anionic，cationicandamphoteric
surfactantaqueoussolutionswasstudiedfbrthepurposeoffbambreakageinchemicalreactorsand
bioreactors3'4).ItwasfOundthatthecellularfbamfbrmedfTomanionicsurfactantaqueoussolutionwasthe
moststableone、
Inthepresentstudy,thegrowthandcollapseprocessofcellularfbamfbrmedonaperfbratedplateina
standardbubblecolumnwasobservedusingsodiumlaurylsulfate(anionicsurfactant)aqueoussolutions
undertheadditionofmixedalcohol（methanol+ethanoD・Asaresult，theadditionofmixedalcohol
decreasedthestabilityofcellularfbam、Ofparticularnoteisthattheeffbctwasobservedunderthe
concentrationofaroundl/100(0.025-0.1Ｗt％)comparedwitheachalcohoL
Keywords：cenularfbam；fbamstability；anionicsurfactant；criticalfilmthickness；fbambreakage；
mixedalcohoL
